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一
． 

郷
州
小
・
夏
期
教
室 

で
森
林
講
座 

八
月
十
九
日
（
火
）
の
午
後
、
郷
州

小
学
校 

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
、
森

林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
森
林
講

座
が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
「
森
林

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
茨
城
」
が
実
施
し

て
い
る
森
林
教
育
の
一
環
で
、
昨
年
の

春
、
初
夏
、
秋
の
三
回
で
学
校
林
の
教

育
を
、
今
年
は
夏
休
み
の
半
日
を
使
い
、

環
境
教
育
と
併
せ
て
ク
ラ
フ

ト
製
作
講
座
が
行
わ
れ
ま
し

た
。 放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
か
ら

は
、
一
～
五
年
生 

五
四
名
、

指
導
員
四
名
、
生
徒
の
保
護

者
四
名
が
、
「
森
林
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
茨
城
」
か
ら
は

講
師
三
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

【
森
林
環
境
】 

ま
ず
は
、
教
材
資
料
を
基

に
「
森
林
の
役
割
」
に
つ
い

て
の
お
話
が
あ
り
、
大
雨
で

も
森
林
の
土
壌
が
水
を
保
持
し
て
く
れ

る
こ
と
や
、
生
活
に
役
立
っ
て
い
る
森

の
こ
と
な
ど
を
学
び
、
地
図
で
茨
城
県

の
山
、
川
、
湖
、
海
を
示
し
て
、
守
谷

市
の
位
置
を
探
す
実
習
を
行
い
ま
し
た
。 

こ
こ
で
、
守
谷
里
山
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
編
集
に
係
わ
っ
た
「
守
谷
さ
と
や
ま

マ
ッ
プ
」
を
全
員
に
配
り
、
守
谷
の
自

然
に
つ
い
て
紹
介
し
、
近
く
の
里
山
や

自
然
を
訪
ね
る
楽
し
さ
を
感
じ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
全
員
、
マ
ッ
プ
を
広
げ
て

珍
し
そ
う
に
見
入
り
、
興
味
を
示
し
て

い
た
よ
う
で

す
。
ま
た
、

生
徒
た
ち
に

質
問
形
式
で
、

木
の
大
き
さ
や
年
令
、

木
の
使
わ
れ
方
、
植

樹
の
必
要
性
な
ど
の

話
が
あ
り
ま
し
た
。 

【
ク
ラ
フ
ト
製
作
】 

一
つ
目
は
「
八
重

の
か
ざ
ぐ
る
ま
」
作

り
を
実
施
。
一
〇
色

の
色
紙
の
内
二
枚
を

用
い
て
、
羽
根
の
形

に
し
て
、
竹
串
に
折

り
込
ん
で
、
ヒ
ノ
キ

材
を
用
い
た
ビ
ス
で

止
め
る
。
み
ん
な
上

手
に
作
っ
て
、
く
る

く
る
廻
し
ま
し
た
。 

次
に
「
ブ
ン
ブ
ン
こ
ま
」
作
り
を
行

い
ま
し
た
。
竹
片
の
穴
に
タ
コ
糸
を
通

し
て
完
成
さ
せ
、
ブ
ン
ブ
ン
廻
し
に
挑

戦
。
指
導
員
の
方
が
上
手
に
廻
す
の
を

見
て
、
次
第
に
廻
し
が
出
来
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
の
方
々
か
ら
は
、
講

座
を
通
し
て
、
男
子
生

徒
が
昆
虫
に
興
味
を
持

ち
、
女
子
生
徒
が
、
身

近
な
動
物
に
関
心
を
持

っ
て
い
る
な
ど
が
分
か

っ
た
の
で
、
今
後
に
活

用
し
て
い
き
た
い
と
の

こ
と
で
し
た
。 
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二
．
立
沢
里
山
で
稲
刈
り 

今
年
の
稲
は
か
な
り
テ
ン
ポ
が
早
く
、

八
月
末
で
色
が
つ
い
て
き
ま
し
た
。 

 

九
月
十
八
日
（
木
）
に
立
沢
里
山
の

田
ん
ぼ
で
稲
刈
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

前
日
の
雨
で
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、

当
日
は
秋
晴
れ
の
晴
天
と
な
り
ま
し
た
。 

五
月
十
四
日(

水)

の
田
植
え
と
同
じ

御
所
ケ
丘
小
、
松
前
台
小
、
大
井
沢
小

の
三
小
学
校
五
年
生
約
二
二
〇
人
が
元

気
に
里
山
田
ん
ぼ
に
集
合
し
ま
し
た
。 

里
山
の
会
か
ら
鎌
の
扱
い
方
や
稲
刈

り
の
方
法
な
ど
の
説
明
を
受
け
て
、
早

速
各
学
校
に
分
か
れ
て
刈
り
取
り
に
か

か
り
ま
す
。 

 

前
日
の
雨
で
足
場
が
悪
く
、
小
さ
な

子
ど
も
達
に
と
っ
て
は
田
ん
ぼ
の
中
を

移
動
す
る
だ
け
で
も
大
変
な
よ
う
で
す
。 

転
ぶ
子
供
が
続
出
で
泥
だ
ら
け
に
な
っ

て
も
楽
し
い
体
験
で
大
は
し
ゃ
ぎ
で
す
。 

 

刈
り
取
る
人
、
運
ぶ
人
、
束
ね
る
人
、

オ
ダ
が
け
す
る
人
と
分
担
し
て
作
業
が

進
み
ま
す
。 

 

十
一
時
前
に
は
す
べ
て
の
作
業
が
無

事
終
了
し
ま
し
た
。
最
後
に
皆
が
勢
ぞ

ろ
い
し
て
閉
会
の
挨
拶
を
し
、
元
気
に

帰
っ
て
行
き
ま
し
た
。
ご
苦
労
様
で
し

た
。 

 
子
供
、
里
山
の
会
、
父
兄
を
含
め
る

と
三
百
名
近
い
参
加
者
が
お
り
、
な
か

な
か
全
体
に
声
が
届
き
ま
せ
ん
。
今
回

は
里
山
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
手
配
し
た
ワ

イ
ヤ
レ
ス
マ
イ
ク
付
き
の
ス
ピ
ー
カ
ー

の
お
か
げ
で
説
明
者
は
屋
外
で
も
両
手

を
使
い
な
が
ら
説
明
が
で
き
て
全
体
の

運
営
も
円
滑
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。 

（
収
穫
に
つ
い

て
） 

今
年
は
、
長
雨

が
続
い
た
り
、

草
取
り
が
遅
れ

た
り
と
種
々
あ

っ
て
、
雑
草
（
ミ

ズ
ア
オ
イ
等
）

が
繁
茂
し
て
分

け
つ
が
あ
ま
り
進
み
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

二
四
日
に
脱
穀
し
ま
し
た
が
、
予
想

通
り
今
年
は
例
年
に
比
し
て
か
な
り
収

穫
量
は
少
な
い
状
況
で
し
た
。 

 

三
、
野
田
自
然
共
生
フ
ァ

ー
ム
視
察 

十
月
十
八
日
（
土
）
先
進
地
視
察
と

し
て
、
利
根
川
の
対
岸
の
千
葉
県
野
田

市
「
自
然
共
生
フ
ァ
ー
ム
」
を
視
察
し

て
き
ま
し
た
。 

当
日
は
秋
の
小
春
日
和
、
車
乗
り
合

わ
せ
で
出
か
け
ま
し
た
。 

現
場
で
は
株
式
会
社
「
野
田
自
然
共

生
フ
ァ
ー
ム
」
の
木
全
常
務
に
案
内
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

管
理
棟
の
近
く
に
「
こ
う
の
と
り
館
」

が
新
設
さ
れ
て
お
り
、
ス
ラ
イ
ド
を
活

用
し
て
、
江
川
の
経
緯
、
市
民
農
園
、

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い

て
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

八
人
の
職
員
が
お
り
、
市
か
ら
の
支

援
内
容
、
株
式
会
社
と
し
て
の
経
営
内

容
な
ど
の
説
明
に
引
き
続
い
て
、
コ
ノ

ト
リ
施
設
で
担
当
の
若
い
女
性
職
員
か

ら
飼
育
状
況
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
ま
し
た
。 

当
初
２
０
１
２
年
多
摩
動
物
園
か
ら

来
た
ツ
ガ
イ
が
現
在
は
６
羽
に
増
え
て

○ 

○ 

（２/４） 

（２／４） 

稲刈りの説明 

元気に稲刈り 

野田自然共生ファーム 

全体概要説明 
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来
年
あ
た
り
か
ら
放
鳥
を
計
画
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
し
た
。 

野
生
復
帰
す
れ
ば
利
根
川
対
岸
の
守

谷
ま
で
飛
来
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

天
気
が
良
か
っ
た
の
で
、
園
内
を
散

策
し
ま
し
た
。
稲
の
発
電
施
設
や
、
ビ

オ
ト
ー
プ
な
ど
も
視
察
し
ま
し
た
。 

帰
路
、
立
沢
里
山
に
戻
っ
て
旬
の
「
マ

コ
モ
」
を
皆
で
収
穫
し
持
ち
帰
り
ま
し

た
。 

四
．
里
山
セ
ミ
ナ
ー
冬
期

コ
ー
ス 

夏
期
コ
ー
ス
は
十
月
で
終
了
し
、
十

一
月
か
ら
新
た
に
冬
期
コ
ー
ス
を
開
催

し
ま
し
た
。
夏
期
コ
ー
ス
は
講
義
中
心

だ
っ
た
こ
と

か
ら
冬
期
コ

ー
ス
は
実
施

方
法
を
検
討

し
、
別
の
ス

キ
ー
ム
で
実
施

し
て
い
た
里
山

研
究
会
や
現
地

フ
ィ
ー
ル
ド
活

動
を
一
体
化
さ

せ
て
、
取
り
組

む
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。 

今
年
の
里

山
セ
ミ
ナ
ー
は

「
市
民
公
益
活
動
助
成
金
」
を
活
用

し
て
運
営
し
て
お
り
、
里
山
セ
ミ
ナ

ー
の
冬
期
コ
ー
ス
に
併
せ
て
、
前
述

の
よ
う
に

十
月
十
八

日
の
先
進

地
視
察

（
野
田
自

然
共
生
フ

ァ
ー
ム
）

を
行
っ
た

と
こ
ろ
で

す
。
こ
の

結
果
な
ど

を
踏
ま
え

て
里
山
研

セミナー風景 

冬期コース 

月 日（曜日） 時間 区分 テーマ 内 容 
 

11

月 

15 日(土) 
16:00～17:00 セミナー ガイダンス セミナーと研究会の進め方 清野 

17:00～18:00 研究会 竹林の整備と炭焼き 竹林管理の課題と炭焼き 小田原 

22 日(土) 9:30～12:00 交流連携 竹林整備 立沢竹林伐採 立沢里山 

12

月 

13 日(土) 
16:00～17:00 セミナー 斜面林の現状と課題 市民大学共同研究報告 山澤 

17:00～18:00 研究会 先進地から学ぶ 野田自然共生ファームほか 清野 

20 日(土) 9:30～12:00 交流連携 門松製作 立沢里山：市民センター用 清野  

1

月 

17 日(土) 
16:00～17:00 セミナー きのこの話 守谷のきのこ 今村 

17:00～18:00 研究会 野木崎の取り組み 新山ﾎﾀﾙ、彌次衛門ﾋﾞｵﾄｰﾌﾟ 浅川他 

下旬 9:30～12:00 交流連携 野焼き視察参加 
自然博物館主催の菅生沼野

焼き 
今村  

2

月 

14 日(土) 
16:00～17:00 セミナー 守谷の自然と野鳥 

守谷で観察できる野鳥と自然

環境 
岡 

17:00～18:00 研究会 斜面林の管理方向 斜面林の今後について 市役所 

３月８日

変更(土) 
9:30～12:00 交流連携 山百合園地整備 高野公民館 山百合の会 

3

月 

14 日(土) 
16:00～17:00 セミナー 市の花/山百合 山百合自生地の現状と育て方 岡部 

17:00～18:00 研究会 環境基本計画改訂 見直しの方向、提言（清野） 清野 

下旬 9:30～12:00 交流連携 竹炭焼き 自然博物館の炭窯 立沢里山 

 

（３／４） 

農場内を視察 
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究
会
を
合
同
運
営
し
、
斜
面
林

問
題
や
守
谷
市
環
境
基
本
計
画

の
改
訂
な
ど
に
つ
い
て
も
自
由

に
意
見
交
換
を
行
う
こ
と
と
し

ま
し
た
。 

特
に
一
月
か
ら
二
月
に
か
け

て
斜
面
林
に
関
係
し
て
地
元
集

落
や
市
役
所
担
当
者
か
ら
直
接

話
を
聞
き
意
見
交
換
で
き
た
こ

と
は
実
務
的
に
も
有
意
義
で
し

た
。 

五
．
竹
林
整
備
と

炭
焼
き
準
備 

十
一
月
～
二
月
と
立
沢
里
山

の
竹
林
に
置
い
て
、
伐
採
作
業

と
定
尺
裁
断
作
業
を
行
い
ま
し

た
。 今

年
は
竹
林
管
理
の
視

点
か
ら
、
一
部
を
帯
状
に

皆
伐
し
て
み
ま
し
た
。
ま

た
、
市
助
成
金
で
共
同
使

用
と
し
て
チ
ェ
ン
ソ
ー
を

購
入
し
ま
し
た
。
伐
採
作

業
だ
け
で
な
く
、
定
尺
裁

断
作
業
で
固
定
台
と
併
せ

て
チ
ェ
ン
ソ
ー
を
活
用
す

る
と
、
や
は
り
作
業
効
率

が
格
段
に
向
上
し
ま
し
た
。 

夏期ｺｰｽ （参考） 
 

 月 日 テーマ 内 容(講師) 

６月 21 日 里山ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ 市内の里山や活動状況を紹介(清野) 

７月 12 日 ホタルと自然 蛍の生態と守谷の自然環境(今村) 

８月２日 守谷の草花 植物の世界と守谷の草花見所(南) 

９月 13 日 農業と里山 田んぼの学校と生物多様性(清野) 

１０月 4 日 森林整備 森の生態系とボランティア活動(堀内) 

（４／４） 

【編集後記】里山活動に取り組んでいる皆さんからの情報提供をお待ちしています。本紙への活動報

告、行事の予告など記事をお寄せください。 ﾒｰﾙ⇒ denen21@hb.tp1.jp（清野） 

竹林伐採と定尺裁断 

6．守谷里山こよみ’15 

mailto:denen21@hb.tp1.jp

